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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,003人（△37） 

　男　　24,340人（△19） 

　女　　27,663人（△18） 

世帯数　22,518　（△18） 
8月1日現在 （　）は前月比 

宇津木妙子監督から指導 
　元ソフトボール日本代表の宇津木監督

指導の下行われた「トップアスリート派遣

指導事業」で、子どもたちはソフトボール

の楽しさを体感しました。 

（「トップアスリート派遣指導事業」P10

関連記事） 
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一
人
ひ
と
り
が
「
和
」
を
持
っ
て
豊
か
で
平
和
な
地
域
づ
く
り 

諏
訪
自
治
会
（
日
吉
地
域
） 

▲田植え笹踊り

▲太鼓踊り

▲赤間孝一会長

▲環境美化活動

訪
自
治
会
は
、
集
落
が
統
合
し

て
丸
三
年
が
経
ち
ま
す
が
、
自

治
会
活
動
や
伝
統
芸
能
な
ど
地
域
住

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

統
芸
能
と
し
て
は
、「
田
植
え

笹
踊
り
」
と
「
太
鼓
踊
り
」
が

あ
り
ま
す
。 

　「
田
植
え
笹
踊
り
」
は
、
地
域
の
小
・

中
学
生
が
五
月
か
ら
練
習
を
重
ね
、

毎
年
六
月
に
行
わ
れ
る
お
田
植
祭
り

「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
で
八
幡
神
社
に
奉

納
さ
れ
ま
す
。 

　「
太
鼓
踊
り
」
は
、
八
月
の
最
終

日
曜
日
に
諏
訪
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
約
三
週
間
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
踊
り
子
は
一
生
懸
命

練
習
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
、
猛
暑
の
中
、
約

三
十
カ
所
で
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。 

　
二
つ
の
踊
り
と
も
昔
か
ら
地
域
に

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
伝
統
芸
能

は
、
絶
や
さ
ず
に
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
も
育
成
会
活
動
と
の
共
同
活

動
と
し
て
、
大
人
と
子
ど
も
が

労
働
を
通
し
て
触
れ
合
い
、
美
し
い

環
境
を
つ
く
る
意
識
を
育
て
る
た
め

の
美
化
活
動
や
高
齢
者
と
の
親
睦
を

図
る
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
指
導
者
に

よ
る
、
し
め
縄
作
り
は
、
五
年
目
と

な
り
、
み
ん
な
上
手
に
作
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
諏
訪
自
治
会
に
は
、
日
置
校
区
と

住
吉
校
区
の
二
つ
の
育
成
会
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
一
緒

に
な
っ
て
行
い
ま
す
。 

治
防
災
組
織
は
、
今
年
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
七

月
に
市
消
防
本
部
（
南
分
遣
所
）
か

ら
職
員
を
招
き
、
初
期
消
火
や
集
中

豪
雨
の
と
き
の
対
処
に
つ
い
て
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。 

の
ほ
か
に
も
、
日
吉
地
域
の
体

育
祭
や
豊
年
相
撲
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
場
と
し
て
の
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
は
、
月
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
も
、
地

域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

に
手
を
取
り
合
い
、
各
集
落
間
の
意

見
交
換
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、「
和
」

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

諏 伝 

子 

自 こ こ 
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諏訪自治会 
（日吉地域） 

　
平
成
十
八
年
四
月
に
古
里
東
・
古

里
・
中
牟
礼
・
中
牟
礼
西
・
上
の
馬

場
・
堀
込
・
諏
訪
・
鵜
狩
の
八
集
落

が
統
合
し
て
新
た
に
発
足
し
た
諏
訪

自
治
会
。
日
吉
地
域
の
北
東
に
位
置

し
、
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
現
在

で
百
九
十
八
世
帯
四
百
五
十
四
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
山
か
ら
流
れ
出
る
豊
か
な
水
、
四

季
折
々
に
あ
や
な
す
草
花
や
木
々
の

若
葉
や
紅
葉
、
そ
し
て
向
江
山
の
中

腹
か
ら
眺
め
る
夕
日
の
美
し
さ
な
ど

住
環
境
と
し
て
、
と
て
も
恵
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。 

今月の 
表　紙 

す
　
わ 



　日置市には消費生活に関する相談が多く寄せられています。今回は、相談の中から「パ
チンコ攻略法」の事例を紹介します。 

【消費生活相談窓口】 

本 庁 商 工 観 光 課  
東市来支所地域振興課 
日吉支所地域振興課 
吹上支所地域振興課 

※本庁商工観光課では土・日、
祝日を除く毎週月・水・金曜
日は、消費生活相談員が対応
します。 

273－2111 
274－2111 
292－2111 
296－2111

≪日置市に寄せられた相談事例≫ 
　雑誌の広告で「情報料無料!副収入まちがいなし!」という

パチンコ攻略法の広告を見つけた。簡単に稼げると思い電

話をかけた。登録料35万円を振り込めばその日から稼げる

と言われ、消費者金融会社からお金を借りて振り込んだ。

攻略情報が届き、手順通りにやったが大当たりは来ない。

登録料の返金を求めたいが、どうしたらよいか。 

　日置市では、定額給付金の申請を受け付けています。

申請期限の10月7日までに申請されない場合は、定

額給付金を受け取ることができませんので、申請が

お済みでない方は、お早めに申請をお願いします。 

・「絶対もうかる」「すぐに元がとれる」など、消費者心理につけこ

んで勧誘しますが、安易にもうかる話はありませんので、気をつ

けましょう。 

・パチンコ・パチスロはギャンブルであり、もうかるかどうかは不

確定です。 

・指定したパチンコ台を打つだけで日当3万円などと派遣労働であ

るかのように偽って、契約金を振り込ませる被害も出ています。 

・不確定な要素を含むギャンブルの利益などについて、「必ず勝てる」

「確実にもうかる」などの表現で勧誘することは、「断定的判断の提供」にあたり、消費者契約法

違反になります。このような勧誘で契約してしまった場合には、文書で取消通知を出して、返金

を求めましょう。 

　　ただし、詐欺的な業者が多く、返金交渉は極めて困難です。中には事業者と連絡が取れなくな

ることもあります。被害に気づいたら、弁護士や司法書士など法律の専門家に早めに相談しまし

ょう。 

定額給付金の申請期限が迫っています！ 定額給付金の申請期限が迫っています！ 定額給付金の申請期限が迫っています！ 

給付対象者 
　給付対象者は、平成21年2月1日（基準日）現在において、下記（1）または（2）のい
ずれかに該当する方 
（1）日置市の住民基本台帳に記録されている方 
（2）日置市の外国人登録原票に登録されている方（短期滞在の在留資格で在留する方、不法滞
在者を除く） 

※ただし、お一人世帯（住民記録上）の方で、申請をされるまでの間に亡くなられた方は、申
請できません。 

給　付　額 
（1）18歳以下の方（平成 2 年2月2日以降に生まれた方）……20,000円 
（2）65歳以上の方（昭和19年2月2日以前に生まれた方）……20,000円 
（3）上記以外の方……12,000円 

申 請方 法 
　郵送による申請、または申請窓口（本庁・各支所）へ提出してください。 

申請窓口・お問い合わせ先 

名　　　　　称 

本　　　庁　商工観光課 

東市来支所　地域振興課 

日 吉 支 所　地域振興課 

吹 上 支 所　地域振興課 

所　　在　　地 電　話　番　号 

日置市伊集院町郡１－100 

日置市東市来町長里87－１ 

日置市日吉町日置377－１ 

日置市吹上町中原2847

2 7 3 － 2 1 1 1  

2 7 4 － 2 1 1 1  

2 9 2 － 2 1 1 1  

2 9 6 － 2 1 1 1

定額給付金を装った「振り込め詐欺」にご注意ください。 
　日置市や総務省などの職員が「定額給付金」の給付のために、ATMの操作をお願いし

たり、手数料の振り込みを求めたりすることはありません。 

「振り込め詐欺」と思ったら日置警察署（099－273－0110）まで連絡してください。 



次回シリーズ４　ジェネリック医薬品 
について紹介します。 

日
置
市
の
国
民
健
康
保
険 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の

状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
国
保
の
内
容

を
中
心
に
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
３
回
目
で
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
保
険

者
に
特
定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
日
置
市
に
お
い

て
も
平
成
２０
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
要
因
で
あ
る
内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
、
体
重
や
中
性
脂

肪
の
増
加
、
血
糖
や
血
圧
な
ど
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
、
各
疾
患
の
進
行
や
重
症
化
の
発
症
リ
ス
ク
の

低
減
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
健
診
受
診
者
に
と
っ
て
も
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
て
明
確
な
目
標
と
動
機
付
け
が
可

能
と
な
り
、
受
診
者
一
人
ひ
と
り
の
健
康
保
持
に
役
立
て
、
元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
す
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
日
置
市
の
平
成
２０
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
１１
・
９
％
（
伊
集
院
１５
・
７
％
・
東
市
来

９
・
８
％
・
日
吉
１２
・
４
％
・
吹
上
１７
・
７
％
）
と
県
内
の
中
で
も
低
い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
目
標
は
、
平
成
２４
年
度
ま
で
に
６５
％
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
未
達
成
の

場
合
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金
が
最
大
１０
％
増
や
さ
れ
る
な
ど
、
財
政
的
な
ペ
ナ
ル

テ
イ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ペ
ナ
ル
テ
イ
が
将
来
的
に
皆
さ
ん
の
保
険
料
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。 

　「
暇
が
な
い
」「
面
倒
だ
」
と
健
診
を
先
延
ば
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

　
①
　
平
成
２１
年
度
の
６５
歳
以
上
の
お
達
者
健
診
（
特
定
健
康
診
査
・
介
護
予
防
健
診
）
は
８
月
１１

日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

　
②
　
平
成
２１
年
１０
月
か
ら
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
総
合
健
診
（
特
定
健
康
診
査
）
が
始
ま
り
ま
す
。

（
３０
歳
以
上
３９
歳
以
下
の
方
も
早
期
予
防
で
対
象
で
す
） 

　
☆
お
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所
へ
連
絡
し
て 

く
だ
さ
い
。 

　
③
　
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
が
、
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
者
の
発
行
す
る

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
が
必
要
で
す
。 

梅太郎 

『特定健康診査・特定保健指導を受診しましょう！』 
～40歳から74歳までの国民健康保険被保険者が対象です～ 

特定健康診査は・・・メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
に着目した健診で、肥満を伴う高血圧症・高脂質症・糖尿病など
を早期発見し、生活習慣を改善することで、将来の脳卒中・心臓
病・糖尿病などの発症を予防し、医療費の抑制に努める 
※内科疾患（高血圧症・脂質異常・糖尿病・心臓病・脳梗塞など）により通院・治療・服薬中
の方は、医療機関の主治医の指導が優先されますので、特定健康診査は受診できません 

特
定
健
康
診
査（
検
査
内
容
） 

特
定
保
健
指
導
対
象
者
選
定 

特
定
保
健
指
導 

検
査
結
果
か
ら 

○基本的な健診 
身体測定・問診・血圧測定・
尿検査・血液検査（中性脂
肪・HDLコレステロール・
LDLコレステロール・血糖・
ヘモグロビンA１C・尿糖・
GOT・GPT・r－GTP）・診察 
○詳細な健診 
※医師が必要とした人のみ 
貧血検査・心電図・眼底検
査 

腹囲またはBMIで 
肥満と判定 
腹囲 
　男　85cm以上 
　女　90cm以上 
BMI　25以上 
（体重÷身長÷身長） 

１． 血糖に異常有り 
２． 血圧に異常有り 
３． 脂質に異常有り 
４． 喫煙習慣有り 

肥満＋Aの内いずれか１つ 
↓ 

『動機付け支援』 
　メタボリックシンドローム
のリスクが出現し始めた人 

↓ 
　原則１回の保健指導を
受け、６カ月後の健康目標
を設定し、６カ月後にメタボ
撃退 

肥満＋Aの内２つ以上 
↓ 

『積極的支援』 
　メタボリックシンドローム
のリスクが重なっている人 

↓ 
　健診結果を改善するた
めに６カ月後の目標を自分
で設定し、目標に向けて保
健指導を通して必要なサ
ポートを受けられます。 

A ＋ 

　
地
区
公
民
館
は
、
日
置
市
内
に
２６

カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
山
村

地
や
漁
村
地
、
商
業
地
、
住
宅
地
な

ど
、
そ
の
地
域
特
性
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
地
区
の
規
模
も
、
人
口
約
一
万

二
千
人
か
ら
百
五
十
人
ま
で
幅
広
く
、

過
疎
高
齢
化
や
自
治
会
未
加
入
者
の

増
加
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

各
地
区
公
民
館
で
は
平
成
二
十
年
度
、

地
区
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
地
区
民
自
ら
が
地
区

の
足
元
を
見
直
し
、
地
域
資
源
の
再

認
識
や
地
域
課
題
の
把
握
を
行
い
、

そ
の
解
決
策
を
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。 

　
課
題
は
道
路
等
社
会
基
盤
を
は
じ

め
、
生
活
環
境
や
産
業
・
経
済
な
ど

項
目
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
で
は
、
改
善
方
法
や
事
業
の
実

施
主
体
、
地
区
内
で
の
優
先
順
位
な

ど
を
話
し
合
い
、
計
画
書
に
載
せ
ま

し
た
。 

　
２６
地
区
か
ら
挙
げ
ら
れ
た
課
題
は
、

お
よ
そ
一
、
八
〇
〇
件
。
こ
の
課
題

の
解
決
に
は
、
個
人
や
家
族
で
行
う

「
自
助
」、
地
区
や
自
治
会
で
取
り
組

む
「
互
助
」、
行
政
が
担
う
「
公
助
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
相
互
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
ひ

と
つ
で
も
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

   

　
平
成
二
十
一
年
度
は
そ
の
解
決
の

た
め
に
、
国
の
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
地

域
づ
く
り
振
興
基
金
を
造
成
。
市
で

は
、
そ
の
全
額
（
一
億
二
、
五
〇
〇

万
円
）
を
、
地
域
の
身
近
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
充
て
、
計
画
の
推
進
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
基
金
は
交
付
金
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

過
疎
地
区
に
配
慮
。
平
均
約
四
七
〇

〜
四
八
〇
万
円
を
地
区
に
配
分
、
地

区
は
そ
の
範
囲
内
で
解
決
す
べ
き
課

題
を
選
択
し
、
市
が
公
共
事
業
と
し

て
実
施
し
た
り
、
原
材
料
の
支
給
を

受
け
て
地
区
で
作
業
を
行
っ
た
り
し

て
、
懸
案
を
解
消
し
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
区
公
民
館

を
中
心
に
、
自
治
会
や
市
と
連
携
し

て
行
い
ま
す
（
下
図
）。 

　
地
区
が
選
択
し
た
課
題
は
、
九
月

議
会
上
程
後
、
議
決
を
経
て
、
十
月

か
ら
実
施
予
定
で
す
。
ま
た
、
次
年

度
に
向
け
た
計
画
の
見
直
し
作
業
も

行
わ
れ
ま
す
。 

　
日
置
市
で
は
、
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
を
地
域
づ
く
り
の

範
囲
に
設
定
し
て
、
そ
の
拠
点
と
し
て
地
区
公
民
館
を
整
備
し

ま
し
た
。 

　
地
区
公
民
館
で
は
、
社
会
教
育
事
業
の
ほ
か
、
地
区
を
活
性

化
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
が
、
共
生
・
協
働
を
進
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

地
区
振
興
計
画
の
策
定 

課
題
解
決
に
着
手 

自治会長、自治会担当職員が地区の課題解決について話し合いました 
（伊集院北地区） 

地域づくり振興基金を活用した課題解決の流れ（イメージ） 

担当 
職員 

自
治
会
 

担当 
職員 

自
治
会
 

担当 
職員 

自
治
会
 

担当 
職員 

自
治
会
 

情
報
交
換
、支
援
 
情
報
交
換
、支
援
 
情
報
交
換
、支
援
 

日置市議会 

○○地区公民館 

日置市役所 

地域 
づくり 
協力員 

東市来支所 

地域振興課 
市民課 

農林水産課 
土木建設課 
教育振興課 本庁 

総務課 
市民生活課 
農林水産課 
土木建設課 
都市計画課 
社会教育課 
企画課 

日吉支所 

地域振興課 
市民課 

農林水産課 
土木建設課 
教育振興課 

吹上支所 

地域振興課 
市民課 

農林水産課 
土木建設課 
教育振興課 

＊想定される課を記載 

補正予算 
上程 

予算審議・可決 

事業実施は 
所管課へ 
直接相談 

計画総体 
は企画課へ 
相談 

情報交換
、共有、協

力 

情報交換
等支援依

頼 
概
算
経
費を提

示
 

地
区
選
択
課
題
を
通
知
 概

算
経
費
通
知
 

解
決
課
題
協
議
 

課
題
選
択
協
議

課
題
選
択
協
議
、決
定
決
定
 

課
題
選
択
協
議
、決
定
 

※ 

※地域づくり協力員として 
　各地区に課長を配置しています 



増水直前 増 水 時 
水位は10分間で 

約１m30cmも上昇 
　局地的大雨によって、平成20年7月
28日、兵庫県神戸市灘区の都賀川が急激
に増水し、河川内の親水公園で水遊びを
していた子どもたちなどが流され、その
内5人が亡くなった。（写真：神戸市） 

局地的大雨から身を守るための3要素 

被害をイメージ 
する力 

危険を感じる 
冷静な力 

避難を決断する 
勇気 

局地的大雨では、積乱雲（雷雲）によって急に強い雨が降り、降った雨が低い場所へ一気に流れ込むため、
総雨量は少なくても、十数分で甚大な被害が発生することがあります。 
どのような場所でどのような事故や災害が発生するのか、被害をイメージできることが重要です。 

遊んでいる子供たちや工事中の作業員は、周囲の状況の変化に気付きにくいものです。 
保護者や監督者は、最新の気象情報を確認するとともに、空や川の変化の様子を観察し、危険を感じたら、
すぐに避難を指示するようにしましょう。 

もし、このような場所にいたら… 
このような事故や災害が、十数分で発生すること 
があります。 

●川釣りや川原でバーベキュー 
●親水公園で水遊び　●渓流　●河川工事 
●アンダーパス　●地下街　など 

●川の急な増水で中州に取り残される 
●地下街や地下鉄の駅に雨水が流れ込む 
●アンダーパス冠水　など 

局
地
的
大
雨
に
よ
っ
て
… 

こんなときは要注意!

●最新の天気予報で・・・「大気の状態が不安定!」　●低地の路上で・・・「危険を知らせる看板」 
●水辺の近くで・・・「サイレンの音が聞こえる」　　●気象情報で・・・「大雨・洪水警報発表中」 
●川の様子は・・・「水かさが増えてきた」「水が濁ってきた」 
●空を見上げると・・・「積乱雲（雷雲）の近づく兆し」 

鹿児島地方気象台　TEL099－250‐9919 
　　　　　　　　　HP）http：//www．fukuoka－jma．go．jp/kagoshima/ 
本 庁 総 務 課　TEL099‐273－2111（内線1215） 

　夏休みに入って間もない７月23日、市内４地域ごとに、平成21年度日置市小学
校水泳記録会が行われました。 
　出場した児童らは、プールサイドで見守る児童や保護者からの声援を受けなが
ら日ごろの練習の成果を発揮し、日置市全体で16の新記録が誕生しました。 
　なお、紙面の都合で各地域の個人種目の１位記録だけの掲載となっています。 

市内小学校 
水泳記録会 

日置市内小学校水泳記録会　記録（各地域　個人種目１位のみ） 
＊赤で記載されているものは新記録です。 

切手　海斗（湯） １'25"０ 

大石みのり（湯） １'50"２ 

池満　仁司（伊） 36"６ 

内野　千紘（鶴） 40"５ 

 

柿本倖太朗（伊） 43"６ 

松比良まどか（湯） 42"２ 

宮尾　宏哉（伊） 17"０ 

川畑　茉友（伊） 19"４ 

久留須祐大（湯） 21"６ 

徳永　菜月（湯） 22"２ 

 

 

木山翔太郎（湯） １'51"５ 

永山　華子（伊） １'54"５ 

比良幸史朗（湯） 51"８ 

徳田　華奈（鶴） 54"５ 

奥薗　泰雅（鶴） 59"１ 

宮永　萌香（鶴） 48"６ 

 

 

 

 

 

 

馬場口　眞（湯） 57"３ 

大石みのり（湯） 53"６ 

　田　一期（美） １'16"０ 

瀬戸口萌香（鶴） 58"５ 

 

 

 

 

切手　海斗（湯） 46"８ 

宮前えみり（湯） 52"８ 

 

宮永　萌香（鶴） 44"３ 

 

 

 

宮前えみり（湯） ４'09"７ 

 

 

 

松比良まどか（湯） ４'29"６ 

平　仁一郎（伊） １'24"４ 

木塲　佳音（妙） １'26"８ 

川路　龍成（土） 40"７ 

川路彩理紗（北） 40"４ 

 

川路　裕貴（土） 42"７ 

朝倉　優香（伊） 41"８ 

 

 

境　　藍人（伊） 20"１ 

村場　杏奈（北） 19"９ 

宮下　環伍（北） 18"４ 

上栫　紗世（妙） 20"７ 

新山　絢斗（妙） １'26"６ 

大迫日奈子（伊） １'52"９ 

新山　絢斗（妙） 41"０ 

川路彩理紗（北） 49"５ 

西園　勇希（北） 56"９ 

朝倉　優香（伊） 57"７ 

 

 

柳田　瑛祐（北） 26"７ 

新山　良菜（土） 24"８ 

宮下　環伍（北） 24"２ 

栫　　美空（北） 27"８ 

帖佐　直彦（伊） 49"０ 

木塲　佳音（妙） 49"０ 

浦田　　萌（伊） １'04"４ 

平岡　佑華（伊） 51"８ 

 

下内　七海（吉） １'37"４ 

朝来野　司（新） 38"４ 

諸正　優蘭（扇） 42"５ 

 

平川　嵩士（新） 43"９ 

桑原希世美（置） 33"８ 

松元　佳樹（置） 21"４ 

原田　奈菜（住） 20"０ 

大西洸太朗（新） 17"０ 

森永裕希乃（吉） 18"２ 

朝来野竜太（新） 21"８ 

尾花　京佳（置） 24"３ 

安山　　樹（置） １'46"８ 

勝田　愛美（置） １'54"４ 

安山　　樹（置） 47"５ 

堀　　美優（置） 59"１ 

赤鹿　敬尚（置） １'04"１ 

赤間　純奈（置） 56"９ 

荻田　知弥（吉） 28"３ 

中屋敷朋美（吉） 27"６ 

西留　航平（吉） 30"５ 

草原　春紀（住） 30"５ 

朝来野竜太（新） 26"７ 

神山　愛奈（置） 33"６ 

湯之上　蓮（置） 54"８ 

 

大西洸太朗（新） 56"１ 

桑原希世美（置） 40"４ 

岡村　拓弥（置） 27"３ 

下内　七海（吉） 25"１ 

前花　竜馬（吉） 26"４ 

赤間　純奈（置） 22"２ 

湯之上　蓮（置） 47"２ 

牧浦めぐみ（置） １'01"２ 

 

 

朝来野　司（新） 17"５ 

 

亀川　綾夏（伊） １'31"０ 

樽野　佑斗（伊） 42"５ 

宇田　　愛（花） 39"７ 

 

久保園夢輝（伊） 47"３ 

宮下　真歩（伊） 44"９ 

 

 

姜　　慎敏（花） 20"７ 

森　　美葉（和） 20"９ 

眞竹　俊輔（伊） 17"２ 

冨高　美紀（伊） 17"８ 

岡元　敏基（花） １'57"０ 

 

左近允寿伎（伊） 42"４ 

平田　夏海（伊） 52"１ 

姜　　慎敏（花） １'02"０ 

川原菜々子（伊） １'22"８ 

 

 

舞田　　翼（和） 29"０ 

森　　美葉（和） 25"９ 

城ヶ崎真也（伊） 23"６ 

宇都きらり（伊） 27"２ 

左近允寿伎（伊） 40"６ 

亀川　綾夏（伊） 48"２ 

 

 

 

 

有馬継士郎（伊） 26"９ 

窪園　華林（永） 27"４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

左近允寿伎（伊） １'26"１ 

亀川　綾夏（伊） １'42"７ 

 

 

佐々木大雅（伊） ２'24"７ 

森　　美葉（和） ２'16"０ 

6年男子100m 

6年女子100m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年女子100m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

6年女子25m 

5年男子25m 

5年女子25m 

4年男子25m 

4年女子25m 

6年男子100m 

6年女子100m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

6年女子25m 

5年男子25m 

5年女子25m 

4年男子25m 

4年女子25m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

6年女子25m 

5年男子25m 

5年女子25m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

5年男子25m 

6年男子200m 

6年女子200m 

6年男子100m 

6年女子100m 

5年男子200m 

5年女子200m 

5年男子100m 

5年女子100m

自
　
由
　
形 

平
　
泳
　
ぎ 

背
　
泳
　
ぎ 

個
人
メ
ド
レ
ー 

バ
タ
フ
ラ
イ 

種　　　目 東市来地域 伊集院地域 日吉地域 吹上地域 

吹上地域 
（永）⇒永吉小 
（伊）⇒伊作小 
（花）⇒花田小 
（和）⇒和田小 

日吉地域 
（置）⇒日置小 
（住）⇒住吉小 
（新）⇒日新小 
（吉）⇒吉利小 
（扇）⇒扇尾小 

　東市来地域 
（鶴）⇒鶴丸小 
（伊）⇒伊作田小 
（湯）⇒湯田小 
（上）⇒上市来小 
（美）⇒美山小 

　伊集院地域 
（伊）⇒伊集院小 
（飯）⇒飯牟礼小 
（土）⇒土橋小 
（北）⇒伊集院北小 
（妙）⇒妙円寺小 

（くぐり抜け式通路） 



　
日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ
で
あ
り
、 

「
日
本
の
渚
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て

い
る
吹
上
浜
の
美
し
い
景
色
を
守
る

た
め
、
七
月
十
一
日
に
東
市
来
地
域
、

同
月
十
九
日
に
は
日
吉
、
吹
上
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
早
朝
か
ら

の
作
業
に
、
一
、七
五
七
人
（
東
市

来
地
域
六
四
九
人
、
日
吉
地
域
六
九

〇
人
、
吹
上
地
域
四
一
八
人
）
が
参

加
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
流
木

や
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
を
分
別
し
な
が
ら
清
掃
し
て

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
作
戦
で
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
、

三
地
域
で
可
燃
物
二
、
一
七
〇
　
、

不
燃
物
一
、
〇
四
〇
　
で
し
た
。 

　
何
気
な
く
捨
て
た
ゴ
ミ
が
、
浜
辺

の
景
観
や
海
の
生
物
の
生
態
系
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。 

き
れ
い
に
な
っ
た
よ
！ 

吹
上
浜 吹

上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦 

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
、

今
年
で
五
十
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
運
動
の
高
ま
り
を
期
し
て
七

月
三
日
、
日
置
市
保
護
司
会
（
谷
口

正
行
代
表
）
が
宮
路
市
長
に
法
務
大

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ

る
七
月
一
日
か
ら
の
一
カ
月
を
強
調

月
間
と
し
て
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
で
は
七
月
一
日
、
吹
上

地
域
の
保
護
司
と
吹
上
地
域
更
生
保

護
女
性
会
員
が
参
加
し
て
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
会
員
は
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
、

ひ
ま
わ
り
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
そ
ろ

い
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
吹
上
支
所
で

出
発
式
を
行
っ
た
後
、
運
動
月
間
を

知
ら
せ
る
横
断
幕
を
着
け
た
バ
ス
で

地
域
内
を
巡
り
運
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
訴
え
ま
し
た
。 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

　
平
成
二
十
一
年
度
日
置
市
異
業
種

交
流
懇
話
会
総
会
が
六
月
十
九
日
、

十
四
企
業
の
会
員
を
は
じ
め
三
十
二

人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
同
会
会
員
企
業
に
よ

る
吹
上
高
校
訪
問
、
奈
良
県
企
業
と

の
交
流
な
ど
昨
年
度
の
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
が
報
告
さ
れ
、
今
年
度
も
、

高
等
学
校
と
の
意
見
交
換
や
県
内
企

業
訪
問
、「
曽
於
市
企
業
懇
話
会
」

と
の
交
流
な
ど
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
産
業
タ
イ
ム
ズ
社
新
事

業
開
発
室
長
（
吉
満
大
輔
氏
）
か
ら

日
本
は
も
と
よ
り
世
界
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
製
造
業
な
ど
の
情
勢
に
つ
い

て
、
情
報
提
供
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
京
都
市
の
㈱
Ｏ
Ｙ
Ｍ
大
山

繁
喜
社
長
を
招
き
「
儲
か
る
企
業
の

経
営
革
新
・
中
小
企
業
が
生
き
残
る

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
懇
話
会
は
、
異
業
種
間
の
交
流

に
よ
り
日
置
市
全
体
の
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
平
成
十
七
年
に
設
立
さ
れ
、

積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

異
業
種
間
交
流
で
市
の
活
性
化
を
図
る 

日
置
市
異
業
種
交
流
懇
話
会
総
会 

　
国
の
提
唱
す
る
男
女
共
同
参
画
週

間
（
六
月
二
十
三
〜
二
十
九
日
）
の

初
日
、
今
年
度
第
一
回
目
の
日
置
市

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
懇
話
会
で
は
、
平
成
二
十
年
度
に

策
定
さ
れ
た
本
市
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
の
年
度

別
実
施
計
画
に
つ
い
て
協
議
。
委
員

は
、
男
女
共
同
の
視
点
に
基
づ
き
、「
市

内
事
業
所
の
女
性
の
労
働
条
件
を
調

査
す
べ
き
」、「
市
に
専
門
の
相
談
員

を
」
な
ど
、
施
策
の
取
り
組
み
や
今

後
の
展
開
に
言
及
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
緊
急
な
課
題
と
し
て
「
配

偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

る
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）」

の
ビ
デ
オ
を
視
聴
。「
昨
年
度
市
内

で
も
九
件
の
相
談
が
あ
っ
た
」
と
の

報
告
に
「
氷
山
の
一
角
で
は
な
い
か
」、

「
男
性
も
、
も
っ
と
理
解
を
深
め
る

機
会
を
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

　
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
に

は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

Ｄ
Ｖ
の
実
態
に
も
っ
と
理
解
を
！ 

日
置
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会 

　
地
球
環
境
を
守
る
か
ご
し
ま
県
民

運
動
推
進
会
議
総
会
が
六
月
三
十
日
、

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
野
上
侑
子
さ
ん
（
伊
集
院
）

が
環
境
保
全
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
野
上
さ
ん
は
、
伊
集
院
地
域
生
活

学
校
の
代
表
と
し
て
、
ボ
カ
シ
を
使

用
し
た
生
ゴ
ミ
減
量
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
学
校
で
は
、
平
成
六
年

か
ら
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
作
り
を
年
間
通

し
て
行
い
、
地
域
へ
の
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
２１
年
度
　
環
境
保
全
活
動
表
彰 

野
上
侑
子
さ
ん（
伊
集
院
） 

　
東
市
来
建
栄
会
（
野
間
口
秀
世
会

長
、
十
六
団
体
）
に
よ
る
遠
見
番
山

自
然
公
園
周
辺
の
草
払
い
作
業
が
七

月
五
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
で
八
回
目
に
な
り
ま
す
。 

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
員
お
の
お
の
が
慣

れ
た
手
つ
き
で
重
機
や
草
払
い
機
を

使
用
し
、
手
際
よ
く
作
業
し
て
い
ま

し
た
。 

　
作
業
前
に
は
副
市
長
、
支
所
長
も

駆
け
つ
け
、
作
業
を
行
う
会
員
を
激

励
し
ま
し
た
。 

　
約
二
時
間
の
作
業
で
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
い
た
道
路
は
、
見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
、
見
通
し
の
い
い

開
け
た
道
路
と
な
り
ま
し
た
。 

雨
中
の
奉
仕
活
動 

東
市
来
建
栄
会
奉
仕
作
業 

　
㈱
て
ま
ひ
ま
堂
日
置
工
場
新
築
工

事
安
全
祈
願
祭
が
七
月
十
七
日
、
清

藤
工
業
団
地
内
（
伊
集
院
）
で
関
係

者
七
十
七
人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
同
社
は
、
健
康
食
品
の
製
造
お
よ

び
販
売
を
行
う
企
業
と
し
て
、
平
成

十
四
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
主
に
ニ

ン
ニ
ク
卵
黄
の
製
造
か
ら
販
売
ま
で

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
移
転
進
出
は
、
平
成
十
八

年
度
に
設
置
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

稼
動
に
よ
り
、
現
工
場
で
の
生
産
能

力
が
限
界
で
あ
る
と
し
、
平
成
二
十

年
二
月
二
十
日
、
日
置
市
と
の
企
業

立
地
協
定
を
締
結
、
平
成
二
十
二
年

四
月
の
操
業
を
予
定
に
着
工
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

清
藤
工
業
団
地
に
工
場
新
設 

㈱
て
ま
ひ
ま
堂
日
置
工
場
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭 

▲吹上地域 ▲吹上地域の出発式 ▲日吉地域 

▲東市来地域 



　
日
置
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
大

会
が
六
月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
、
日
置
市
教
育
委
員
会

の
本
年
度
重
点
施
策
で
あ
る
「
市
民

総
ぐ
る
み
の
読
書
活
動
推
進
」
を
具

現
化
す
る
た
め
に
、
学
校
教
育
課
と

社
会
教
育
課
が
協
力
し
て
行
っ
た
も

の
で
す
。 

　
当
日
は
、
市
内
で
活
動
す
る
二
十

五
団
体
の
中
か
ら
、
鶴
丸
小
学
校
家

族
読
書
会
、
妙
円
寺
母
親
ク
ラ
ブ
親

子
読
書
会
、
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
お
は
な

し
会
、
日
新
小
学
校
親
子
読
書
会
、

和
田
小
学
校
ひ
ま
わ
り
親
子
読
書
会

の
五
団
体
が
、
ロ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
劇
、
紙
芝
居
な
ど

で
絵
本
や
民
話
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
中
に
は
、
鹿
児
島
弁
だ
け
で
演
じ

ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
親
子
二
百
人

を
超
す
参
加
者
か
ら
、
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
年
度
「
子
ど
も
読
書
活

動
優
秀
実
践
校
等
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」
を
受
け
た
住
吉
小
学
校
へ
の
伝

達
式
や
英
米
文
学
翻
訳
者
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
金
原
瑞
人
先
生
の
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
わ
ず
か
三
時
間
の
大
会
で
し
た
が
、

本
の
世
界
に
浸
り
、
読
書
の
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 

　「
市
民
総
ぐ
る
み
の
読
書
活
動
推
進
」

を
継
続
し
、
本
市
の
読
書
文
化
が
さ

ら
に
醸
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
の
連
携
が
不
可

欠
で
す
。
今
後
も
読
書
活
動
推
進
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

市
民
総
ぐ
る
み
の
読
書
活
動
の
推
進 

第
１
回
日
置
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
大
会 

　
鶴
丸
小
三
年
生
と
そ
の
保
護
者
に

よ
る
自
主
活
動
の
一
環
で
、
手
作
り

の
そ
う
め
ん
流
し
体
験
が
七
月
十
一

日
、
同
小
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
炎
天
下
の
中
、
準
備
し
た

竹
を
使
い
自
分
た
ち
の
使
う
器
造
り

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
た
ち
は
慣

れ
な
い
作
業
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま

し
た
が
、
保
護
者
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
一
生
懸
命
、
器
造
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
完
成
後
は
、
事
前
に
作
っ
て
お
い

た
マ
イ
竹
箸
と
約
十
メ
ー
ト
ル
の
長

さ
の
竹
台
を
使
っ
て
早
速
そ
う
め
ん

流
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
　 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
次
々
と
流
れ
て

く
る
ソ
ー
メ
ン
や
一
緒
に
流
れ
て
く

る
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
に
大
は
し
ゃ
ぎ

し
な
が
ら
、
ひ
と
と
き
の
涼
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
そ
う
め
ん
流
し
終
了
後
に

は
、
保
護
者
に
よ
る
紙
芝
居
や
「
我

が
家
の
家
族
自
慢
」
と
題
し
て
子
ど

も
た
ち
の
作
文
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、

と
て
も
充
実
し
た
内
容
の
自
主
活
動

と
な
り
ま
し
た
。 

親
子
で
作
る
そ
う
め
ん
流
し 

鶴
丸
小
三
年
生
自
主
活
動 

伊作小かめさん 
祭り 

　
ふ
る
さ
と
の
吹
上
浜
に
上
陸
す
る

ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
自
然
環
境
保
護

に
対
す
る
心
を
育
て
よ
う
と
七
月
三

日
、「
か
め
さ
ん
祭
り
」
が
伊
作
小
（
吹

上
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、
各
学
年
ご
と
に
祭
り
に
向
け
て

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
の
学
習
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
祭
り
で
は
四
年
生
が
「
去
年
、
伊

作
小
で
ウ
ミ
ガ
メ
は
何
匹
ふ
化
し
た

で
し
ょ
う
」、「
ウ
ミ
ガ
メ
の
オ
ス
と

メ
ス
の
違
い
は
」
な
ど
の
ウ
ミ
ガ
メ

に
関
す
る
三
択
ク
イ
ズ
を
出
題
し
全

校
児
童
が
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
全
員
で
「
吹
上
音
頭
」
を

踊
っ
た
後
、
各
学
年
に
分
か
れ
本
町

通
り
を
パ
レ
ー
ド
。
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ

カ
ー
ド
を
手
に
、「
海
に
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
で
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

ウ
ミ
ガ
メ
を
保
護
し
よ
う 

　
元
プ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
（
バ

ル
セ
ロ
ナ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
女

子
マ
ラ
ソ
ン
競
技
メ
ダ
リ
ス
ト
）
の

有
森
裕
子
さ
ん
に
よ
る
宝
く
じ
文
化

講
演
会
が
七
月
九
日
、
伊
集
院
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
有
森
さ
ん
は
「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
」

と
い
う
演
題
で
講
演
、
陸
上
を
始
め

た
き
っ
か
け
か
ら
、
ど
の
大
会
に
も

出
場
で
き
な
か
っ
た
高
校
時
代
の
話

や
夢
を
あ
き
ら
め
ず
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
情
熱
あ
ふ
れ
る
話
に

ど
ん
な
状
況
で
も
前
向
き
に
生
き
て

き
た
有
森
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。 

よ
ろ
こ
び
を
力
に
　
い
つ
で
も
前
向
き
に 

宝
く
じ
文
化
講
演
会 

　
皆
既
日
食
の
事
前
学
習
会
が
七
月

十
一
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
当
日
は
百
人
が
参
加
、
皆
既
日
食

が
起
こ
る
仕
組
み
や
太
陽
、
月
の
特

徴
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
皆
既
日
食
を
観
察
す
る
た

め
に
厚
紙
で
め
が
ね
を
作
り
、
観
察

用
フ
ィ
ル
ム
を
は
り
、
観
察
グ
ラ
ス

を
作
り
ま
し
た
。 

  

参
加
者
は
、
太
陽
、
月
、
地
球
の

位
置
に
よ
っ
て
皆
既
日
食
が
起
こ
る

現
象
や
木
漏
れ
日
に
三
日
月
の
太
陽

が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
自
然
の
不

思
議
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
皆
既 

日
食
へ
の
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
。 

皆
既
日
食
に
つ
い
て
学
ぶ 

皆
既
日
食
の
事
前
学
習
会 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぶ 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
指
導
事
業 

　
複
式
学
級
で
学
ん
で
い
る
和
田
、

花
田
両
小
学
校
児
童
が
共
に
学
び
あ

う
「
集
合
学
習
」
が
六
月
十
七
日
、

和
田
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
集
合
学
習
は
、
小
規
模
校
の
児
童

が
多
人
数
の
学
習
体
験
を
通
し
て
、

多
様
な
考
え
方
に
触
れ
、
学
習
へ
の

興
味
や
意
欲
を
高
め
る
こ
と
な
ど
が

ね
ら
い
で
す
。 

　
こ
の
日
、
児
童
数
二
十
二
人
の
和

田
小
に
、
三
十
四
人
の
花
田
小
の
児

童
が
合
流
し
、
出
会
い
式
で
、
お
互

い
の
先
生
を
覚
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
形

式
で
自
己
紹
介
な
ど
を
し
た
り
し
ま

し
た
。 

　
二
時
間
目
か
ら
は
、
学
年
別
に
そ

れ
ぞ
れ
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
年
生
は
、
両
校
合
わ
せ
て
六
人

で
し
た
が
、
み
ん
な
大
き
な
声
で
発

表
す
る
な
ど
教
室
内
は
、
元
気
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

大
勢
の
人
数
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た 

和
田
小
・
花
田
小
集
合
学
習 

▲和田小学校ひまわり親子読書会の発表 ▲文部科学大臣表彰を受けた住吉小学校への伝達式 

　
子
ど
も
た
ち
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

元
全
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
監
督

の
宇
津
木
妙
子
さ
ん
を
講
師
に
招
い

た
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
指
導

事
業
が
七
月
八
日
、
日
新
小
学
校
（
日

吉
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
話
で
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
と
き
の

喜
び
や
解
説
者
と
し
て
の
心
境
、

選
手
た
ち
へ
の
想
い
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
学
生
時
代
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
て
体
験
し
た
友

情
の
大
切
さ
や
あ
き
ら
め
な
い

精
神
な
ど
、
日
常
の
中
で
も
大

切
に
し
た
い
心
構
え
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
実
技
指
導
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

リ
ズ
ム
体
操
に
よ
る
準
備
運
動
か
ら

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
と

い
っ
た
基
本
的
な
練
習
を
丁
寧
に
指

導
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ノ
ッ
ク
の
速

さ
と
正
確
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
宇

津
木
さ
ん
の
あ
ふ
れ
出
る
パ
ワ
ー
に

呼
応
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。 

　
宇
津
木
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

か
け
る
情
熱
と
世
界
を
相
手
に
す
る

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
間
近
で
感
じ
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
保
護
者
や
地 

域
の
方
々
も
魅
了
さ
れ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。 



　
七
月
二
十
五
日
、「
が
ん
ば
ろ
う

湯
之
元
会
」
主
催
に
よ
る
「
湯
之
元

温
泉
と
う
ろ
う
祭
り
」
が
、
翌
二
十

六
日
に
は
「
東
市
来
町
飲
食
店
組
合
」

主
催
に
よ
る
「
夏
祭
り
」
が
、
日
置

市
商
工
会
東
市
来
支
所
前
広
場
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
両
日
と
も
に
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
祭

り
開
始
前
に
は
雨
も
や
み
、
手
作
り

灯
ろ
う
の
明
か
り
に
包
ま
れ
た
会
場

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
灯
ろ
う
の
審
査

発
表
や
ち
び
っ
こ
ス
イ
カ
早
食
い
競

争
、
郷
土
芸
能
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
祭
り
の
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選

会
も
あ
り
、
当
選
番
号
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
は
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。 

夏
の
夜
を
彩
る
手
作
り
灯
ろ
う 

と
う
ろ
う
祭
り
＆
飲
食
店
組
合
夏
祭
り 

　
湯
之
元
温
泉
街
（
東
市
来
）
の
空

き
店
舗
を
利
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
、

ふ
る
さ
と
学
園
（
知
的
障
害
者
更
生

施
設
）
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
の
び
の
び

空
間
め
い
」。 

　「
園
生
の
想
い
を
形
に
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
園
生
の
活
動
を
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
い
、
地
域
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
店
内
に
は
、
園

生
手
作
り
の
木
工
や
裁
縫
、
新
鮮
野

菜
な
ど
を
展
示
、
販
売
し
て
い
ま
す
。 

　
七
月
六
日
か
ら
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

展
〜
ぽ
っ
か
ぽ
か
ハ
ー
ト
〜
」
と
題

し
た
園
生
と
そ
の
家
族
の
作
品
展
覧

会
を
開
催
。
今
回
は
櫛
山
さ
ん
家
族

の
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
や
写
真
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
支
援
員
の
浜
崎
さ
ん
、
鳥
越
さ
ん

は
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
園
生
の
発

想
豊
か
な
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ

い
て
、
作
品
を
見
て
、
触
っ
て
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

必
見
！
発
想
豊
か
な
作
品
の
数
々 

の
び
の
び
空
間
　
め
い 

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て 

宮
内
鎌
手
踊
り 

開園! 
観光ぶどう農園 

吹上浜 
キャンプ村 

　
宮
内
鎌
手
踊
り
保
存
会
（
鳥
越
満

寿
夫
会
長
）
の
お
田
植
踊
り
が
六
月

二
十
一
日
、
大
汝
牟
遅
神
社
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
踊
り
は
今
か
ら
約
四
百
五
十

年
前
、
島
津
日
新
公
の
時
代
に
、
世

の
平
和
と
豊
作
を
願
い
奉
納
し
た
踊

り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
で
は
、
三
宮
内
（
南
宮
内
、
西

宮
内
、
東
宮
内
）
の
自
治
会
の
小
・

中
・
高
校
生
が
受
け
継
ぎ
一
年
お
き

に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
踊
り
子
は
二
十
六
人
、
五

月
か
ら
練
習
を
積
み
重
ね
、
五
人
の

大
人
も
踊
り
ま
し
た
。 

　
鎌
や
な
ぎ
な
た
を
持
っ
た
踊
り
子

は
、
唄
と
地
突
き
の
竹
に
合
わ
せ
威

勢
よ
く
掛
け
合
い
踊
り
ま
す
。
勇
壮

活
発
な
踊
り
に
境
内
を
う
め
た
観
衆

か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
が
開
村
し
た

七
月
十
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
無
事
故

祈
っ
て
安
全
祈
願
祭
が
市
や
観
光
協

会
、
森
林
管
理
署
な
ど
関
係
者
が
出

席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
台
座
付
テ
ン
ト
が

整
備
さ
れ
、
本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア

が
体
験
で
き
る
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
昭
和
二
十
四
年
に
国
設
野
営
場

と
し
て
開
所
し
、
県
内
で
も
老
舗
的

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

安
全
を
祈
願
し
て 

　「
養
母
す
い
か
」
の
食
味
会
お
よ

び
即
売
会
が
七
月
十
八
日
、
江
口
蓬

莱
館
前
特
設
テ
ン
ト
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
鹿
児
島
の
伝
統
野
菜
に
も
選
定
さ

れ
て
い
る
こ
の
ス
イ
カ
は
、
昭
和
四

十
年
ご
ろ
か
ら
次
第
に
生
産
さ
れ
な

く
な
り
、
現
在
で
は
「
幻
の
ス
イ
カ
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
東
市
来

地
域
の
四
人
の
生
産
者
に
よ
っ
て
復

活
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
白
黄
色
の
果
肉
が
鮮
や
か

な
独
特
の
風
味
と
し
ゃ
き
し
ゃ
き
と

し
た
食
感
が
特
徴
で
、
試
食
さ
れ
た

お
客
さ
ん
か
ら
は
「
あ
っ
さ
り
と
し

て
美
味
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
食
味
会
に
は
約
七
十
個
を

準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
二

時
間
ほ
ど
で
ほ
ぼ
完
売
し
、
生
産
者

も
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。 

復
活
！
幻
の
す
い
か 

「
養
母
す
い
か
」
食
味
会 

　
東
市
来
地
域
の
観
光
ぶ
ど
う
農
園

開
園
式
が
七
月
二
十
二
日
、「
か
ん

と
り
ぃ
ぱ
ぁ
く
」
で
開
催
さ
れ
、
ぶ

ど
う
部
会
会
員
、
妙
円
寺
保
育
園
児

ら
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
農
園
に
は
大
き
な
ぶ
ど
う
が
た
く

さ
ん
実
っ
て
い
て
、
甘
い
匂
い
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
ぶ
ど
う
の
出
来
に
つ
い

て
、「
か
ん
と
り
ぃ
ぱ
ぁ
く
」
の
園

主
の
下
茂
孝
喜
さ
ん
が
「
今
年
は
晴

天
の
日
が
多
か
っ
た
た
め
、
粒
が
大

き
く
色
づ
き
も
良
く
、
甘
く
て
お
い

し
い
ぶ
ど
う
が
実
っ
て
い
ま
す
。
大

勢
の
方
に
来
園
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
　 

　
保
育
園
児
は
、
さ
っ
そ
く
大
き
く

実
っ
た
ぶ
ど
う
め
が
け
て
必
死
に
背

伸
び
し
、
は
さ
み
を
入
れ
、
手
に
し

た
ぶ
ど
う
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。 

　
東
市
来
観
光
ぶ
ど
う
農
園
の
開
園

期
間
は
、
九
月
中
旬
ま
で
の
予
定
で

す
。 

甘
く
て
お
い
し
い
ぶ
ど
う
狩
り 

　
江
口
・
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
ク
ラ
シ
ッ

ク
２
０
０
９
が
七
月
十
八
日
、
江
口

浜
（
東
市
来
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
前
年
は
波
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不

良
に
よ
り
中
止
。
今
大
会
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
天
候
や
波
の

状
況
に
も
恵
ま
れ
県
内
外
か
ら
百
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

　
選
手
は
、
江
口
浜
特
有
の
変
わ
り

や
す
い
風
と
波
に
苦
戦
し
な
が
ら
も

鮮
や
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
ボ
ー
ド
を

操
り
華
麗
な
技
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。 

　
大
会
終
了
後
は
、
自
然
を
守
る
活

動
と
し
て
参
加
者
で
海
岸
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
日
は
江
口
浜
海
浜
公
園

で
海
開
き
が
あ
り
、
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
海
水
浴
場
は
、
大
勢
の
遊
泳

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
海
水
浴
場
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。 

波
の
上
で
華
麗
な
技
を
披
露
！ 

江
口
・
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
ク
ラ
シ
ッ
ク
２
０
０
９ 

▲作品を作る櫛山さん 

や
　
ぼ 



　
日
置
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
伊
集
院
支

部
と
東
市
来
支
部
が
健
康
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
支

援
事
業
と
し
て
本
年
度
、
県
内
の
モ

デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い
る
伊
集
院
支

部
、
東
市
来
支
部
が
三
月
ま
で
月
二

回
の
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。 

　
東
市
来
支
部
は
、
事
前
に
保
健
師

を
講
師
に
招
い
て
学
習
会
を
行
い
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
当
日
の
七
月
二
日
は

七
十
人
を
越
え
る
参
加
者
が
、
元
気

良
く
東
市
来
総
合
運
動
公
園
の
外
周

を
歩
い
て
い
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
支
部
は
七
月
十
四
日
、
朝

日
ヶ
丘
友
々
会
の
会
員
二
十
一
人
が

参
加
し
、
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
大
　
早

苗
会
長
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
九
月
九
日
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く

り
の
研
修
会
と
体
力
測
定
を
中
央
公

民
館
で
計
画
し
て
お
り
、
同
ク
ラ
ブ

会
員
と
併
せ
て
会
員
以
外
へ
の
参
加

も
呼
び
か
け
、
高
齢
者
の
健
康
増
進

や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
と
活

動
の
活
性
化
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。 

元
気
い
き
い
き
健
康
づ
く
り 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

　
マ
ー
チ
ン
グ
基
本
動
作
コ
ン
ク
ー

ル
の
県
大
会
が
六
月
二
十
一
日
、
日

吉
総
合
体
育
館
で
三
十
九
団
体
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
蒸
し
暑
い
中
、
ど
の
団
体
も
緊
張

感
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
白
熱
し

た
演
技
を
披
露
。 

　
大
会
は
、
バ
ト
ン
や
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
な
ど
六
部
門
が
行
わ
れ
、
会
場
を

訪
れ
た
観
客
は
、
す
ば
ら
し
い
演
技

に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

す
ば
ら
し
い
演
技
で
観
客
を
魅
了 

マ
ー
チ
ン
グ
基
本
動
作
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会 

　
民
生
・
児
童
委
員
に
よ
る
地
域
間

交
流
会
が
六
月
十
五
日
、
日
吉
総
合

運
動
公
園
を
主
な
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
、
地
域
間
の
連
携
お
よ

び
委
員
の
資
質
向
上
を
目
的
に
毎
年

二
地
域
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
伊
集
院
地
域
と
日

吉
地
域
の
委
員
約
六
十
人
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
後
は
、
意

見
交
換
会
を
行
い
、
個
人
情
報
保
護

や
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
交
流
会
を
主
催
し
た
日
吉

地
域
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
の
松

村
耕
一
会
長
は
「
交
流
す
る
こ
と
で

活
動
内
容
が
膨
ら
む
。
今
後
も
問
題

点
な
ど
を
い
っ
し
ょ
に
解
決
し
て
い

け
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
間
交
流
で
活
動
内
容
膨
ら
む 

民
生
・
児
童
委
員
交
流
会（
伊
集
院
・
日
吉
） 

　『
話
し
合
い
、
教
え
合
い
、
助
け

合
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
実
施
し

て
い
る
日
吉
地
域
の
「
諏
訪
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
で
は
、
六
月
十
日
、
生

け
花
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
会
場
と
な
っ
た
日
置
郵
便
局
に
は
、

講
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
約
三

十
人
が
集
ま
り
、
自
宅
か
ら
持
ち
寄

っ
た
ア
ジ
サ
イ
、
ア
ヤ
メ
な
ど
季
節

の
花
々
を
一
つ
一
つ
丹
念
に
飾
り
つ

け
て
い
き
ま
し
た
。 

　
生
け
花
講
習
会
を
企
画
し
た
久
保

幸
子
さ
ん
は
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を

通
じ
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
花
瓶
や
花
器
に
飾
ら
れ
た
生
け
花

二
十
作
品
は
、
約
一
週
間
日
置
郵
便

局
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
、
郵
便

局
を
訪
れ
た
地
域
の
方
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

生
け
花
で
高
齢
者
も
イ
キ
イ
キ 

日
吉
地
域 

諏
訪
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

   

　
し
き
な
み
短
歌
講
座（
東
市
来
） 

 

朝
ま
だ
き
空
腹
に
覚
め
腹
の
子
へ 

「
お
腹
す
い
た
の
」
と
嫁
は
問
う
ら
し 益

滿
　
和
子  

お
年
玉
そ
っ
と
袋
を
の
ぞ
い
て
る 

孫
の
し
ぐ
さ
の
愛
ら
し
き
こ
と 

櫨
場
ツ
ユ
子  

ふ
わ
ふ
わ
と
春
の
日
ざ
し
に
た
だ
よ
い
て 

真
白
に
散
り
ゆ
く
雪
柳
の
花 

荻
　
　
朝
子 

 

　
伊
集
院
短
歌
講
座 

 

忙
し
な
く
過
ぎ
行
く
日
々
を
止
ま
り
て 

時
間
な
き
空
に
わ
れ
遊
び
た
し 

上
平
田
志
保
子  

轆
轤
師
の
削
る
急
須
の
素
陶
く
ず 

紙
縒
と
立
ち
て
丸
ま
り
散
れ
る 

隈
部
　
操 

 「
よ
く
も
ま
あ
生
ま
れ
て
来
た
ね
」と
呼
び
か
け
る 

鬼
蜻
　
ス
ー
イ
夏
空
を
飛
ぶ 

玉
利
　
順
子 

    

　
伊
集
院
俳
句
会 

 

ラ
ン
ド
セ
ル
負
ふ
ま
ま
屈
む
蟻
の
道 川

添
　
雅
子  

挿
し
木
す
る
薔
薇
の
新
芽
に
夢
あ
ず
け 

　
山
　
清
子 

寄
り
添
ひ
し
二
人
静
の
仏
道 

福
元
さ
ゆ
り 

  

　
日
吉
町
俳
句
会 

 

青
空
に
雲
を
残
し
て
梅
雨
晴
れ
間 

米
丸
　
節
子  

日
に
雨
に
色
を
加
え
て
七
変
化 

松
村
ス
ミ
子 

 

木
苺
の
花
咲
き
目
立
つ
や
ぶ
の
中 

横
山
　
映
子 

 

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会 

 

い
ろ
は
歌
読
み
ゆ
く
小
道
木
下
闇 

池
上
　
悠
子  

甘
藷
植
う
手
の
平
ほ
ど
の
畠
に
も 

月
野
ミ
チ
子  

植
え
終
え
し
田
の
面
に
映
ゆ
る
空
の
青 

永
田
サ
ツ
キ 

   

　
コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
） 

 

元
気
じ
ゃ
が
ハ
イ
タ
コ
ラ
ヨ
が
癖
い
な
っ 

御
供
田
久
ち
ゃ
ん
（
久
照
）  

せ
ず
か
れ
っ
女
房
は
五
杯
目
ん
燗
の
し
っ 

出
口
ア
ヤ
メ
（
ア
ヤ
子
）  

消
し
忘
れ
失
敗
た
じ
ゃ
す
ま
ん
小
火
さ
わ
っ 

有
馬
　
風
骨
（
昭
典
）  

　
土
橋
狂
句
会
（
伊
集
院
） 

 

む
く
れ
亭
主
て
ど
温
り
ビ
ー
ル
を
揺
す
っ
だ
せ 

宮
田
　
隆
翔
（
隆
） 

 

不
景
気
で
男
は
黙
っ
発
泡
酒 松

尾
　
酔
石
（
澄
則
）  

上
棟
祝
え
ビ
ー
ル
と
焼
酎
が
加
勢
い
来
っ 

尾
堂
　
一
髪
（
敏
昭
） 

 

　
吹
上
さ
ざ
な
み
会 

 

仕
事
ち
ゃ
せ
じ
娑
婆
が
悪
り
で
ち
愚
痴
を
言
っ 

池
畑
　
鉄
亀
（
哲
也
）  

夫
婦
喧
嘩
犬
猫
家
族
中
亭
主
吠
え
っ 

入
來
院
彦
六
（
元
彦
）  

一
呼
吸
置
け
ば
喧
嘩
も
冗
談
き
な
っ 

池
上
　
歌
子
（
良
子
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぜ
ば 

       せ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
ど 

と
　
き
　
　
　
　
　
く
う 

  

ろ
く
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

と
う 

こ
よ
り 

や
ん
ま 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
せ 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
や 

    

　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ま 

  

じ
ょ
う
と
　ゆ 

    

　し
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
ば
　
　
　
　わ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ぜ
　
　
　
ゆ 

  

　み
　
と
　
げ
ん
か
　
い
ん
　
　
　
け
ね
じ
ゅ
　
　て
　
し
　
ほ 

  

ひ
と
こ
き
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
や 

（
氏
名
敬
称
略
） 

▲朝日ヶ丘友々会 ▲東市来支部学習会 

日
置
市
文
化
協
会 



オレンジリング

７   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

黒
木
　
美
結
　
　
浩
一
　
　
飯
牟
礼
中 

仁
　
　
百
菜
　
　
成
人
　
　
妙
円
寺
三
区 

加
治
木
悠
斗
　
　
陽
介
　
　
瀬
戸
内 

園
田
　
遥
心
　
　
剛
志
　
　
郡
下 

川
畑
　
大
翔
　
　
浩
大
　
　
下
方
限 

堀
之
内
優
衣
　
　
博
信
　
　
下
神
殿
一
区 

新
川
　
稜
太
　
　
賢
修
　
　
郡
下 

宇
都
　
愛
翔
　
　
良
明
　
　
郡
下 

尾
堂
　
武
蔵
　
　
武
志
　
　
朝
日
ヶ
丘 

藤
井
　
心
空
　
　
雄
大
　
　
妙
円
寺
三
区 

林
　
　
琉
煌
　
　
稔
　
　
　
上
土
橋 

今
和
泉
美
咲
　
　
林
平
　
　
四
郎
園 

鹿
倉
　
由
香
　
　
俊
次
　
　
郡
上 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

飯
牟
　
茉
帆
　
　
貴
幸
　
　
麓
上 

角
　
ひ
な
た
　
　
直
人
　
　
古
市 

新
村
　
成
司
　
　
帯
宏
　
　
田
代 

東
瀬
戸
彩
夏
　
　
稔
　
　
　
坂
之
上
下 

小
永
吉
　
久
　
　
正
仁
　
　
麓
下 

福
永
　
一
颯
　
　
康
行
　
　
皆
田
西 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

角
之
倉
雄
貴
　
　
重
行
　
　
日
新 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

垣
本
　
稔
文
　
　
恭
秀
　
　
多
宝
寺 

松
下
　
空
翔
　
　
真
央
樹
　
南
湯
之
元 

川
野
　
　
悠
　
　
智
洋
　
　
川
中 

橋
口
　
真
帆
　
　
忠
治
　
　
新
川
原 

        

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

本
坊
ヱ
ミ
子
　
　
81
　
徳
重
東 

久
場
　
貞
夫
　
　
76
　
寺
脇 

藤
　
　
久
雄
　
　
87
　
平
古 

有
馬
ハ
ル
ヱ
　
　
85
　
猪
鹿
倉 

牧
迫
　
　
進
　
　
70
　
向
江
町 

定
榮
真
一
郎
　
　
54
　
四
郎
園 

家
村
　
タ
ノ
　
　
96
　
中
央
通 

吉
村
　
哲
雄
　
　
71
　
麦
生
田
下 

永
井
　
貞
枝
　
　
101
　
麓
東 

重
信
　
良
直
　
　
70
　
飯
牟
礼
下 

新
村
　
重
夫
　
　
81
　
中
神
殿 

前
村
シ
ツ
子
　
　
87
　
竹
之
山 

大
隈
　
秀
俊
　
　
62
　
妙
円
寺
一
区 

加
世
田
　
徹
　
　
74
　
妙
円
寺
五
区 

直
谷
　
福
隆
　
　
86
　
朝
日
ヶ
丘 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

荻
　
　
利
信
　
　
57
　
麓
下 

平
松
　
鶴
治
　
　
79
　
麓
下 

根
占
　
吉
治
　
　
82
　
美
山
下 

福
田
　
信
人
　
　
85
　
北
山 

橘
木
　
キ
ヨ
　
　
99
　
秋
光
園 

柳
園
　
了
一
　
　
75
　
田
之
湯 

福
田
ア
サ
子
　
　
86
　
駅
前 

立
和
名
ハ
ル
エ
　
85
　
立
和
名 

比
良
　
　
孝
　
　
65
　
堀
内 

迫
田
　
勝
巳
　
　
78
　
中
央 

永
井
大
東
夫
　
　
87
　
神
之
川 

九
万
田
ケ
サ
キ
ク
　
100
　
秋
光
園 
 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

窪
　
　
ミ
テ
　
　
86
　
中
区 

　
城
　
好
秋
　
　
79
　
南
区 

竹
之
内
タ
カ
　
　
84
　
熊
野 

岩
井
田
貞
義
　
　
76
　
扇
尾 

坂
上
　
淳
一
　
　
74
　
北
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

窪
田
　
正
剛
　
　
61
　
下
和
田 

下
窪
ス
ミ
子
　
　
75
　
下
和
田 

軸
屋
　
正
臣
　
　
64
　
宮
坂 

川
野
　
サ
ダ
　
　
93
　
赤
仁
田 

田
口
フ
ヂ
エ
　
　
88
　
中
和
田 

小
吹
　
ク
ミ
　
　
99
　
佑
心
会 

江
田
　
一
男
　
　
87
　
今
観
龍 

大
平
　
　
雄
　
　
89
　
上
与
倉 

赤
井
田
弘
幸
　
　
69
　
小
永
吉 

黒
葛
フ
ヂ
子
　
　
85
　
上
与
倉 

　み
　
ゆ
 

　も
　
な
 

ゆ
う
と
 

　こ
こ
ろ
 

ひ
ろ
と
 

　ゆ
　
い
 

り
ょ
う
た
 

ま
な
と
 

　む
さ
し
 

　そ
　
ら
 

　る
　
か
 

　み
さ
き
 

　ゆ
　
か
 

   　ま
　
ほ
 

 せ
い
じ
 

あ
や
か
 

あ
き
ひ
さ
 

　い
ぶ
き
 

ゆ
う
き
 

   と
し
ふ
み
 

く
う
と
 

　
　
ゆ
う
 

　ま
　
ほ
 

　
日
置
市
で
は
、
独
身
担
い
手
農
家

な
ど
に
独
身
異
性
と
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
日
置
市
の
豊
か
な
自
然
と
魅
力
あ

る
農
業
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
！ 

　
参
加
希
望
の
人
は
、
日
置
市
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　
℡
〇
九
九
‐
二
七
三
‐
二
一
一
一

　（
内
線
一
一
九
二
） 

☆
開
催
期
日 

平
成
二
十
一
年
十
月
十
七
日
（
土
）

〜
十
月
十
八
日
（
日
） 

☆
宿
泊
先
　
吹
上
砂
丘
荘
（
吹
上
） 

☆
参
加
資
格
お
よ
び
募
集
人
員 

男
性
は
市
内
居
住
の
独
身
担
い
手

農
家
ま
た
は
兼
業
農
家
。
女
性
は

独
身
で
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。 

（
お
お
む
ね
二
十
五
歳
か
ら
五
十

歳
ま
で
） 

・
男
女
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
人
が
定
員 

☆
参
加
費 

　
・
男
性
　
八
千
円 

　 

（
宿
泊
な
し
の
場
合
は
五
千
円
） 

　
・
女
性
　
三
千
円 

☆
内 

容 

さ
つ
ま
い
も
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

収
穫
体
験
、
薩
摩
焼
き
の
体
験
、

焼
酎
工
場
見
学
な
ど 

　
日
置
市
に
「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」

が
設
立
さ
れ
て
三
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
す
で
に
百
四
十
人

が
入
会
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ

る
た
め
に
、
一
歩
一
歩
確
実
に
前
進

し
て
い
ま
す
。 

　
四
月
か
ら
新
し
く
硬
式
テ
ニ
ス
教

室
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
使
っ
た

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
「
動
け
る
体
」
を
目

指
し
て
初
心
者
か
ら
楽
し
く
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
一
歩
踏
み

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

事
務
局
　
チ
ェ
ス
ト
子
鶴
ド
ー
ム
内 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
チ
ク
ラ
ブ 

「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」 

℡
〇
九
〇
‐
三
八
八
四
‐
二
二
七
七 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」 

„
ひ
お
き
市
で
婚
カ
ツ
し
よ
う
“ 

　認知症はだれにも起こりうる脳の病気によるもので、85歳以上では４人に１人にその症状がある

といわれています。認知症の人は記憶障害や認知障害から不安に陥り、その結果まわりの人との関

係が損なわれることもあり、家族が疲れきって共倒れしてしまうことも少なくありません。しかし、

周囲の理解や支援があれば、穏やかに暮らしていくことは可能です。 

　ピンクリボンは「乳がんに対する理解と支援」を表しています 。  
　ピンクリボンはアメリカの乳がんで亡くなられた患者さんの家族が、「このような悲劇が繰り返さ
れないように」との願いを込めて作ったリボンからスタートした、乳がん啓発運動のシンボルマー
クです。日本人女性のうち、乳がんを発症する割合は約20人に１人と言われており、また、乳がん
で死亡する女性の数は年間約１万人弱とされています。 
　ピンクリボンの願いは１つ「乳がんで悲しむ人をなくす」ことです。 

８月のリボンは…ピンクリボンです 

★認知症サポーターの養成 
　“認知症のよき理解者”を示す認知症サポーターが、

日置市でも現在300人近く養成されました !皆さんの地

域でも認知症の和を広げませんか? 

（※１時間程度養成講座を受講していただくと、認知症
サポーターになれます !） 

★平成21年度認知症家族のつどい 
　同じように認知症の人を介護している家族や関心のあ

る方たちで集まって、情報交換や学びあいをする場を設

けています。 

＊毎月１回　第３木曜日（10月のみ第４木曜日） 

＊日置市中央公民館 

＊13：30～15：30（受付13：00～） 

みんなそれぞれ悩んでるんだな…… 
つらいのは自分だけじゃなかったんだ!

オレンジリングは 
認知症サポーターの証 

☆ 9月21日は世界アルツハイマーデーです。 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　これからも、元気よく健康に大きく
育ってね。 

■おかあさんから 

　七來ちゃん、１歳の誕生日おめでとう。
これからも、その明るい笑顔で、みん
なに幸せを運んでね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

文 

交番 

郵
便
局 

至川内駅↓ 

至鹿児島↑ 
　中央駅 Ｊ

Ｒ
湯
之
元
駅 

ココ 

湯
田
小 

稲
荷
神
社 3

　「
会
長
は
名
前
だ
け
、
会
員
の
み
ん
な
が
、
積
極
的
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
話

す
徳
永
さ
ん
は
、
東
市
来
地
域
で
炭
火
焼
の
店
を
営
み
、
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り
を
主
催

す
る
「
湯
之
元
ク
ラ
ブ
」
の
会
長
を
務
め
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。 

　
明
治
二
十
五
年
に
牛
馬
の
供
養
や
無
病
息
災
の
祈
願
祭
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
馬
踊
り
、

一
時
途
絶
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
に
復
活
し
現
在
ま
で
続
い
て
い
る

伝
統
あ
る
行
事
で
す
。 

　「
多
い
と
き
で
四
十
人
以
上
い
た
会
員
、
現
在
は
二
十
五
人
と
踊
り
子
の
後
継
者
不
足
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
馬
踊
り
が
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
の
十
一
月
に
は
、
長
崎
県
の
佐
世
保
市
で
馬
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
外
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
大
勢
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
す
。 

　
湯
之
元
地
区
で
の
プ
ロ
野
球
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
地

区
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
、
地
元
の
飲
食
店
組
合
や
旅
館
組
合
と
協
力
し
な
が
ら
、
県

外
の
実
業
団
や
大
学
の
野
球
チ
ー
ム
の
誘
致
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
、
二
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
で
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
「
串
樽
マ
リ
ー
ン
ズ
」
を
結
成
し
て
お
り
、
野
球
が
好
き
で
時
間
が
あ
れ
ば
、
千
葉
県

や
福
岡
県
ま
で
プ
ロ
野
球
観
戦
に
行
く
と
言
い
ま
す
。 

　「
地
域
に
は
、
棒
踊
り
や
太
鼓
踊
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
一
堂
に
集
め
て
祭
り
を
開
催
す
れ
ば
、
地
域
も
今
以
上
に
活
気
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」 

東市来町湯田（田之湯自治会） 

徳永　利久さん〔52歳〕 
とくなが　　　としひさ 

吉永　陽子さん（54歳） 伊集院町下神殿 

　子育てに追われていたころ、心を落ち着
かせる時間を持ちたいと書道講座に通い始
めて17年目になります。 
　「月に１回の講座ですが、自分の成長を
楽しみに、仲間と学んでいます。また、文
化祭などの後、それぞれの作品の鑑賞会を
するのも楽しみです」と吉永さん。「有名
な先生の作品展を見に行くと次はこんな作
品を書いてみたいと意欲がわいてきます」
とも。「書道には、終わりがないと思います。
これからも仲間と楽しみながら長く続けて
いき、いつかは、自分の好きな歌詞を調和
体（自由な字体）で書いて家に飾りたいで
すね」 

　
私
に
は
あ
こ
が
れ
て
い
る
夢
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ホ
テ
ル
ウ

ー
マ
ン
に
な
る
と
い
う
事
で
す
。 

　
私
の
叔
父
は
、
ホ
テ
ル
マ
ン
で

す
。
叔
父
が
働
い
て
い
る
ホ
テ
ル

は
、
と
て
も
大
き
な
ホ
テ
ル
で
、

な
に
も
か
も
が
美
し
い
ホ
テ
ル
で
、

叔
父
は
そ
の
電
気
や
棚
の
輝
き
に

負
け
な
い
く
ら
い
の
笑
顔
を
振
り

ま
い
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
お
客

さ
ん
に
も
笑
顔
で
対
応
し
て
い
る

叔
父
を
見
て
「
か
っ
こ
い
い
な
ぁ
」

と
思
い
ま
し
た
。
た
と
え
、
そ
れ

が
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
笑
顔
を
惜

し
ま
ず
に
人
と
接
す
る
事
の
で
き

る
叔
父
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

　
母
に
将
来
の
夢
を
話
す
と
、
母

は
う
れ
し
そ
う
に
「
遊
び
に
行
く

か
ら
安
く
で
泊
ま
ら
せ
て
ね
」
と

言
い
ま
す
。「
安
く
で
」
な
ん
て

い
う
母
の
言
葉
に
少
し
呆
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も

新
鮮
で
、
と
て
も
母
ら
し
い
優
し

い
言
葉
で
し
た
。
私
の
な
り
た
い

職
業
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

と
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
夢

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う

事
が
で
き
る
の
で
す
。 

　
私
は
、
自
分
の
将
来
を
夢
み
、

実
現
す
る
た
め
に
精
一
杯
毎
日
を

生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

わ
た
し
の
夢 

伊
集
院
北
中
学
校
　
三
年
　
石
川
　
優
里
さ
ん 

●湯之元クラブ会長 

 

 

本庁から車で20分 
東市来支所から車で10分 

Access

かける 

い
し
か
わ
　
　
　ゆ
う
　り 

　東市来地域湯田の稲荷神社の近くに、高さ約 1.7m、
幅約45cmの石製の角柱があります。元禄10（1697）年
に建てられたものです。これには、大明寺という寺院が
貞享元年（1684）年に、石碑のある場所に移転してきた
経緯が記録されています。 
　大明寺は真言宗の寺院で、東市来地域長里の大日寺（現
在の鶴丸小学校のところ）の末寺でした。いつ頃できた
のかは不明です。大明寺は大日寺の末寺であると同時に、
稲荷神社の別当寺でもありました。別当寺とは、神社に
付属している寺院のことです。江戸時代までは、神社の
神は仏の化身であるという考えがあり、寺院と神社が同
じ敷地にあるのは珍しいことではありませんでした。江
戸時代に書かれた三国名勝図会（1843）に稲荷神社の絵
が記載されていて、稲荷神社の敷地の中の建物に、「大
明寺」と書いてあります。 
　明治元年前後に、明治新政府から神仏分離令が出され、
神社と寺を分けることになりました。鹿児島ではこれが
激しい廃仏毀釈になり、多くの寺院が破壊されました。
大明寺もその中で廃寺になったとおもわれます。 

原口　叶琉くん（１０か月） 

父　和人さん　母　ちえみさん 
（吹上町永吉） 

な　な 

原口　七來ちゃん（１歳２か月） 

父　亮一さん　母　小百合さん 
（伊集院町下谷口） 

べっとう　じ 
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市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,003人（△37） 

　男　　24,340人（△19） 

　女　　27,663人（△18） 

世帯数　22,518　（△18） 
8月1日現在 （　）は前月比 

宇津木妙子監督から指導 
　元ソフトボール日本代表の宇津木監督

指導の下行われた「トップアスリート派遣

指導事業」で、子どもたちはソフトボール

の楽しさを体感しました。 

（「トップアスリート派遣指導事業」P10

関連記事） 
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TEL 099（296）2111 

 

一
人
ひ
と
り
が
「
和
」
を
持
っ
て
豊
か
で
平
和
な
地
域
づ
く
り 

諏
訪
自
治
会
（
日
吉
地
域
） 

▲田植え笹踊り

▲太鼓踊り

▲赤間孝一会長

▲環境美化活動

訪
自
治
会
は
、
集
落
が
統
合
し

て
丸
三
年
が
経
ち
ま
す
が
、
自

治
会
活
動
や
伝
統
芸
能
な
ど
地
域
住

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

統
芸
能
と
し
て
は
、「
田
植
え

笹
踊
り
」
と
「
太
鼓
踊
り
」
が

あ
り
ま
す
。 

　「
田
植
え
笹
踊
り
」
は
、
地
域
の
小
・

中
学
生
が
五
月
か
ら
練
習
を
重
ね
、

毎
年
六
月
に
行
わ
れ
る
お
田
植
祭
り

「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
で
八
幡
神
社
に
奉

納
さ
れ
ま
す
。 

　「
太
鼓
踊
り
」
は
、
八
月
の
最
終

日
曜
日
に
諏
訪
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
約
三
週
間
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
踊
り
子
は
一
生
懸
命

練
習
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
、
猛
暑
の
中
、
約

三
十
カ
所
で
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。 

　
二
つ
の
踊
り
と
も
昔
か
ら
地
域
に

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
伝
統
芸
能

は
、
絶
や
さ
ず
に
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
も
育
成
会
活
動
と
の
共
同
活

動
と
し
て
、
大
人
と
子
ど
も
が

労
働
を
通
し
て
触
れ
合
い
、
美
し
い

環
境
を
つ
く
る
意
識
を
育
て
る
た
め

の
美
化
活
動
や
高
齢
者
と
の
親
睦
を

図
る
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
指
導
者
に

よ
る
、
し
め
縄
作
り
は
、
五
年
目
と

な
り
、
み
ん
な
上
手
に
作
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
諏
訪
自
治
会
に
は
、
日
置
校
区
と

住
吉
校
区
の
二
つ
の
育
成
会
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
一
緒

に
な
っ
て
行
い
ま
す
。 

治
防
災
組
織
は
、
今
年
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
七

月
に
市
消
防
本
部
（
南
分
遣
所
）
か

ら
職
員
を
招
き
、
初
期
消
火
や
集
中

豪
雨
の
と
き
の
対
処
に
つ
い
て
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。 

の
ほ
か
に
も
、
日
吉
地
域
の
体

育
祭
や
豊
年
相
撲
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
場
と
し
て
の
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
は
、
月
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
も
、
地

域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

に
手
を
取
り
合
い
、
各
集
落
間
の
意

見
交
換
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、「
和
」

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

諏 伝 

子 

自 こ こ 

市の面積　253.06㎞2

諏訪自治会 
（日吉地域） 

　
平
成
十
八
年
四
月
に
古
里
東
・
古

里
・
中
牟
礼
・
中
牟
礼
西
・
上
の
馬

場
・
堀
込
・
諏
訪
・
鵜
狩
の
八
集
落

が
統
合
し
て
新
た
に
発
足
し
た
諏
訪

自
治
会
。
日
吉
地
域
の
北
東
に
位
置

し
、
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
現
在

で
百
九
十
八
世
帯
四
百
五
十
四
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
山
か
ら
流
れ
出
る
豊
か
な
水
、
四

季
折
々
に
あ
や
な
す
草
花
や
木
々
の

若
葉
や
紅
葉
、
そ
し
て
向
江
山
の
中

腹
か
ら
眺
め
る
夕
日
の
美
し
さ
な
ど

住
環
境
と
し
て
、
と
て
も
恵
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。 

今月の 
表　紙 

す
　
わ 




